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印刷／㈱昭和堂

こ
の
夏
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

は
、
世
界
中
か
ら
集
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
と
、
短
い

夏
を
楽
し
む
人
々
で
溢
れ
て

い
た
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、

シ
ア
タ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

教
会
、
ス
ト
リ
ー
ト
と
至
る

と
こ
ろ
で
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ

て
い
た
。
夜
８
時
で
も
明
る

い
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
小

さ
な
教
会
の
前
で
呼
び
止
め

ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

来
た「
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
聴
く
こ
と

に
な
っ
た
。

わ
ず
か
３
ポ
ン
ド
、
聴
衆

は
20
人
、
演
奏
者
の
方
が
多

い
、
贅
沢
（
？
）
な
も
の
。

６
歳
か
ら
16
歳
ま
で
の
青
少

年
た
ち
で
国
籍
も
様
々
で

あ
っ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
が

ヨ
ー
チ
ェ
ン
・
マ
（
ヨ
ー

ヨ
ー
・
マ
の
姉
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
代
表
す
る
作
曲
家
マ
イ

ケ
ル
・
ダ
ダ
プ
の
た
め
か
ア

ジ
ア
の
若
者
が
多
い
。

私
に
強
い
印
象
を
与
え
た

の
は
、
12
歳
位
の
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
の
隣
で
演
奏
し

て
い
た
イ
ス
ラ
ム
系
の
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。
や
は

り
12
歳
前
後
だ
と
思
う
が
、

ひ
た
む
き
さ
が
数
十
人
の
中

で
際
立
っ
て
い
る
。
も
う

す
っ
か
り
大
人
の
顔
を
し
て

い
る
。
大
げ
さ
に
い
え
ば
、

こ
の
瞬
間
に
全
て
を
賭
け
て

い
る
、
そ
し
て
、
彼
の
背
後

に
家
族
や
国
家
、
民
族
が
見

え
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
す

る
。
日
本
人
の
若
者
も
数
人

い
た
。
み
ん
な
懸
命
で
な
い

は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
の

ん
び
り
と
し
た
集
中
な
の
だ
。

例
外
的
に
厳
し
い
集
中
で
演

奏
し
て
い
た
日
本
人
チ
ェ
リ

ス
ト
も
い
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
ほ
か
、

ダ
ダ
プ
作
曲
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
民
俗
音
楽
も
演
奏
さ
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
が
融

合
さ
れ
た
…
そ
し
て
ア
ジ
ア

人
の
一
人
と
し
て
連
帯
を
強

く
感
じ
た
一
時
で
あ
っ
た
。

国
際
社
会
で
の
貢
献
に
欠

か
せ
な
い
も
の
の
一
つ
が
、

ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
池
田
）

暑
い
夏
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
待
ち

り
ま
し
た
。

今
年
の
む
つ
ご
ろ
う

さ
れ
ま
す
。
こ

ま
た
【

と
し

お
佐

ホ
ー
ム
ペ

http: /
/w
w
w
.

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

http: /
/w
w
w
.stu.saga

m
ed.ac.

p

祭
～
佐賀 感 ～

軽 音 演 奏

ビンゴ大会
豪華景品が当たる☆

現 音 LIVE

コンサート
「SNAIL RAMP」

「ORGEL」

合 唱

現 音 LIVE

10月８日 (土)
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TEAM FIGHT

10月９日 (日)

軽音演奏♪

サ バ コ ン
カップル成立なるか

豪華景品☆あり！

花火＆ファイナル

Miss 医大
※男子学生による

学内向けイベント

関係者以外は

ご遠慮ください。

Miss コンテスト
今年も着物美人に会える!!!

・ミスジャポン

・JAZZ DANCE

・マシマロ

・アバラボブ

協賛

蝶屋株式会社

今
年
の
２
月
に
「
爆
笑
問

題
の
バ
ク
天
！
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

系
）
で
「
ハ
ー
ド
ゲ
イ
の
人

助
け
」
と
し
て
Ｖ
Ｔ
Ｒ
出
演

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
一

気
に
全
国
区
で
大
ブ
レ
イ
ク

し
人
気
急
上
昇
中
の
レ
イ

ザ
ー
ラ
モ
ン
Ｈ
Ｇ
（
吉
本
興

業
）。あ
の
黒
い
ハ
ー
ド
ゲ
イ

な
衣
装
で
腰
を
振
り
ま
く
る

日

時

7
日
（
金
）
開
場
17：

45
〜

お
笑
い
芸
人
ラ
イ
ブ
18：

30
〜

場

所

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

入
場
料

５
０
０
円（
豚
汁
食
べ
放
題
、
生
ビ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
、
先
着
５
０
０
名
に
は
焼
き

そ
ば
も

）

動
き
を
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と

の
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
お
笑
い
芸
人
コ
ン
ビ

「
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
」の
二
人

組
と
大
阪
Ｎ
Ｇ
Ｋ
「
新
喜
劇

フ
ー
！
」
で
共
演
の
福
岡
吉

本
の
「
松
下
笑
一
」
が
佐
賀

に
や
っ
て
き
ま
す
！
こ
の
三

人
が
ど
ん
な
ラ
イ
ブ
を
繰
り

広
げ
て
く
れ
る
の
か

ORGEL

 

SNAIL RAMP

本
祭
初
日
（
10
／
８
）
に

献
血
車
に
来
て
頂
き
、
そ
の

場
で
４
０
０

献
血
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

時
間
帯
は
９：

30
〜
16：

00
（
12：

00
〜
13：

00
昼
休

み
）
で
す
。
お
酒
を
飲
む
と

献
血
は
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
お
酒
を
飲
む
前

に
献
血
に
ご
協
力
下
さ
い
。

ま
た
、
臓
器

・
テ
イ
ル
」

開
場

15

・
ア
イ
バ
ン
ク
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
登
録

の
呼
び
か
け
、
募
金
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
レ
イ
ン

ボ
ー
ク
ッ
キ
ー
の
販
売
も
行

う
の
で
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
く

だ
さ
い
。
お
い
し
い
で
す
よ
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
10
月
8

日
（
土
）
に
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
の
方
で
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ

を
や
り
ま
す
。
12
時
40
分
開

場
、
13
時
15
分
開
演
予
定
で

す
。
入
場
無
料
（
！
）
で
、

整
理
券
は
当
日
配
布
し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
は
「S

N
A
IL

 
R
A
M
P

（
ス
ネ
イ
ル
ラ
ン

プ
）」
と
、「O

R
G
E
L

（
オ
ル

ゴ
ー
ル
）」

の
２
バ
ン
ド
で

す
。
絶
対
盛
り
上
が
る
の
で
、

み
ん
な
来
て
ね
ぇ
〜
。

臨
床
小
講
堂

日
時

10
月
8
日
（
土
）

「
シ
ャ
ー
ク
・
テ
イ
ル
」

開
演

14：

00

対
象

小
児
科
の
子
供
達

日
時

10
月
9
日
（
日
）

①M
r.

イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル

開
場

10：

00

開
演

10：

30

②

名
探
偵
コ
ナ
ン
〜
水
平

線
上
の
陰
謀
〜
」

開
場

12：

30

開
演

13：

00

③

シ
ャ
ー
ク

５
年
前
か
ら
始
ま
っ
た

：

00

開
演

15：

30

対
象

一
般
の
方

入
場
料
は
無
料
で
す
☆

（
予
定
）

オ

構
内
各
所
に
ス
ピ
ー
カ
ー

を
設
置
し
、
学
祭
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
・
音
楽
・
ト
ー
ク
を

二
日
間
に
渡
っ
て
お
送
り
し

ま
す
。
今
年
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

ク
イ
ズ
あ
り
、
中
継
あ
り
の

新
企
画
満
載
リ
ス
ナ
ー
参
加

型
放
送
を
目
指
し
ま
す
！

是
非
ス
ピ
ー
カ
ー
に
耳
を

傾
け
て
み
て
下
さ
い
♪

ー

ー
ケ
ッ
ト

む
つ
ご
ろ
う
祭
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ

の
企
画
。
学
内
は
も
ち
ろ
ん
、

学
外
の
方
か
ら
も
毎
年
大
好

評
で
、
も
う
す
っ
か
り
定
着

し
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
衣
類
、
雑
貨
、
お
も
ち
ゃ

に
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
お

気
に
入
り
の
も
の
に
出
会
えん

で
み
て
は
い
か
が
で

ま
た
、

値
段
交
渉
な
ど
出
店
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
魅

力
で
す
ね
。
ぜ
ひ
足
を
運

。
か
す
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日
時

８
日

土

13：

00
〜
15：

00

場
所

臨
床
大
講
堂
２
Ｆ

現
在
ケ
ニ
ア
で
獣
医
師
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
神
戸
先
生
を
お
招
き
し

て
の
講
演
会
で
す
。

同
日
16：

00
よ
り
、
国
際

医
療
研
究
会
主
催
に
よ
る
、

神
戸
先
生
と
の
懇
親
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ケ
ニ
ア
で
の
生
活
か
ら
、

エ
イ
ズ
・
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の

社
会
問
題
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
聴

き
に
来
て
く
だ
さ
い
！

体
重
、
体
脂
肪
率
な
ど
の
測

定
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
健
康
に
つ

い
て

え
て
み
ま
し
ょ
う
♪

日
時

両
日

場
所

看
護
棟
２
Ｆ
講
義
室

テ
ー
マ
は『
漢
方
』。
試
飲

も
で
き
ま
す
。「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
身
長
、

○
室
内
楽
部

演
奏
会
♪

日
時

両
日

14：

00
〜
17：

00

場
所

看
護
棟
１
Ｆ
講
義
室

○
Ｅ
Ｓ
Ｓ

日
時

９
日

日

17：

30
〜
19：

00

場
所

看
護
棟
１
Ｆ
講
義
室

○
茶
道
部

お
茶
会

日
時

８
日

土

10：

00
〜
16：

00

場
所

看
護
棟
ピ
ロ
テ
ィ

○
Ｌ
Ａ
部

日
時

両
日

11：

00
〜
17：

00

場
所

看
護
棟
２
Ｆ
講
義
室

演
習
室
1
〜
5

日
時

両
日

10：

00
〜
17：

00

場
所

８
日

土

看
護
棟
前

９
日

日

看
護
棟

ピ
ロ
テ
ィ

欲
し
か
っ
た
あ
の
教
科
書

が
格
安

？
）で
手
に
入
り
ま

す
！

当
日
持
込
み
で
売
る

こ
と
も
で
き
ま
す
★

ｙ

ａ
ｙ

執
日
時

９
日

日

15：

00
〜
16：

00

場
所

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

今
年
、
あ
の
大
人
気
ア
ニ

メ
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
を
歌
う

「
エ
イ
ジ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
」が

や
っ
て
く
る

東
京
湾
岸

エ
リ
ア
出
身
、
4
Ｍ
Ｃ
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
工
房
ス
マ
イ
ル
職

人
ス
ー
パ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
ィ

ナ
ー
ズ
」、そ
れ
が
エ
イ
ジ
ア

エ
ン
ジ
ニ
ア

親
し
み
や

す
い
メ
ロ
デ
ィ
と
息
の
あ
っ

た
4
Ｍ
Ｃ
。
見
て
い
る
、
聞

い
て
い
る
だ
け
で
楽
し
く
な

る
よ
う
な
表
情
や
ふ
り
つ
け

が
最
大
の
武
器
で
あ
り
、

H
IP
H
O
P

感
を
決
し
て
忘

れ
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

次
世
代
を
担
う
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
予
感
を
漂
わ
せ
る
。
そ

ん
な
４
Ｍ
Ｃ
が
送
る
究
極
の

ラ
イ
ブ
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に

デ
ル

先
生

テ
ー
マ

僕
が
医
者
を
辞

め
な
い
理
由
」

日

時

9
日
（
日
）

開

場

14：

00

開

演

14：

30

場

所

臨
床
大
講
堂

入
場
無
料

漫
画
「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ

ク
に
よ
ろ
し
く
」
循
環
器
内

科
編
に
登
場
す
る〞
北
先
生
〝

の
モ
デ
ル
に
な
ら
れ
た
、
南

淵
明
宏
先
生
に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
！

僕
が

医
者
を
や
め
な
い
理
由
」
を

テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
医
療
界
や
、
医
者
と
患

者
と
の
関
係
、
こ
れ
か
ら
の

医
師
に
求
め
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
、
先
生
の
経
験
談
を

交
え
て
お
話
し
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。

83
年
奈
良
県
立
医
科
大
学

卒
。
同
大
学
病
院
、
国
立

循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
を
経

て
、
シ
ド
ニ
ー
・
セ
ン
ト

ビ
ン
セ
ン
ト
病
院
、
国
立

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
で
心

臓
外
科
医
と
し
て
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
帰
国
。

新
東
京
病
院
な
ど
を
経
て
、

96
年
大
和
成
和
病
院
に
心

臓
外
科
を
開
設
。
現
在
、

同
病
院
心
臓
病
セ
ン
タ
ー

長
、
外
科
部
長
。
年
間
２

０
０
例
の
心
臓
バ
イ
パ
ス

手
術
を
執
刀
す
る
。

主
な
著
書

「
心
臓
外
科
医
」
講
談
社

「
医
者
の
涙
、患
者
の
涙
」

廣
済
堂
出
版

「
心
臓
外
科
医
の
挑
戦
状
」

中
央
公
論
新
社

「
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
は

ど
こ
に
い
る
？
」
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
社

「
患
者
力
」

徳
間
書
店

「
僕
が
医
者
を
辞
め
な
い

理
由
」

羊
土
社

台
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
ま
す
♪

文
化
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
看
護
棟
の
各
教
室
を

ま
わ
っ
て
、
当
日
配
布
す
る

送

日

時

８
日
（
土
）

９
日
（
日
）

場

所

メ
イ
ン
会
場
の
テ
ン
ト
内

時

間

９：

30
〜

売
り
切
れ
次
第
終
了

毎
年
大
盛
況
の
産
地
直
送

テ
ン
ト
♪

今
年
の
目
玉
は

な
ん
と
い
っ
て
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ

で
す
！

ひ
ん
や
り
ア
イ
ス

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
さ
っ
ぱ
り

仕
上
げ
ま
し
た
。
一
杯
２
０

０
円
で
す
。
ぜ
ひ
食
べ
に
き

て
く
だ
さ
い
！

他
に
も
、
恒
例
の
あ
つ
あ

つ
焼
き
芋
（
１
０
０
円
）・

じ
ゃ
が
バ
タ（
50
円
）、
市
場

か
ら
仕
入
れ
る
新
鮮
な
野

菜
・
果
物
・
お
花
も
あ
り
ま
す
。

毎
年
ご
近
所
の
方
々
が
列

を
作
る
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
は
、

な
ん
と
野
菜
が
1
個
10
円

朝
10
時
ス
タ
ー
ト
で
す
。
売

切
れ
次
第
終
了
で
す
の
で
、

お
早
め
に
。

平
常
時
で
も
、
通
常
で
は

あ
り
え
な
い
く
ら
い
安
く
！

安
く
！
販
売
し
ま
す
。
お
楽

し
み
に
☆

☆★☆パンフレットの見どころ☆★☆

ついに第27回むつごろう祭パンフレットが

できあがりました。学祭本番に先駆けて、魅

力満載のパンフレットをご紹介☆

① 学祭後も使えちゃう 広告

今回広告掲載方法をリニューアル 分類

別に並べているので、お店の場所選びに

困ったらココを開けば一発解決。学祭が終

了後も、ぜひぜひ活用してください。

② 企画モノ満載

●先生人語・先輩人語

毎年恒例先生人語・先輩人語です。今

年は、菊池泰弘先生、幸松美智子先生に

ご登場いただきました。また、今年も在

校の先輩にメッセージをいただいていま

す。仲野泰啓さん、磯田広史さん、両先

輩の学校生活や学祭に向けての励ましの

お言葉をいただきましたのでぜひご一読

ください。

●学食探検

普段私たちが大変お世話になっている、

でも詳しくは知らない学食で働く職員さ

ん達にスポットをあててみました。これ

を読めば、学食のこと丸分かり!!ますます

学食が大好きになりそうです。

他にも、佐賀県人度チェック、ケイタイ占

いなど新企画満載の今年のパンフレット。隅

から隅までみなさん読んでくださいね～☆

長
野
五
輪
で
金
・
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
一
躍
有
名
と

な
っ
た
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

タ
ー
清
水
宏
保
選
手
。
並
外

れ
た
努
力
と
技
術
、
精
神
力

の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
誰

も
が
認
め
た
。
そ
れ
か
ら
８

年
が
経
ち
、
半
年
後
に
は
ト

リ
ノ
五
輪
で
の
３
大
会
連
続

メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

清
水
選
手
は
北
海
道
帯
広

市
で
生
ま
れ
、
３
歳
の
頃
か

ら
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
た
。
足

が
悪
か
っ
た
父
親
は
ス
ポ
ー

ツ
を
ほ
と
ん
ど
経
験
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
が
、
息
子
の

ス
ケ
ー
ト
に
対
す
る
潜
在
能

力
に
気
付
き
、
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
か
き
集
め
、
ス
パ
ル
タ

教
育
を
行
っ
た
。
身
体
の
小

さ
さ
は
股
関
節
を
柔
ら
か
く

す
る
こ
と
で
克
服
さ
せ
た
。

股
割
り
を
し
、
四
股
を
踏
み
、

股
関
節
を
柔
ら
か
く
す
れ
ば
、

身
体
の
大
き
い
子
供
の
一
歩

と
同
じ
に
な
る
と

え
た
か

ら
だ
。
清
水
選
手
が
小
学
校

二
年
の
と
き
に
父
親
は
末
期

癌
と
宣
告
さ
れ
て
い
た
。
入

院
し
て
い
て
は
子
供
た
ち
に

何
も
教
え
て
や
れ
な
い
と
、

抗
癌
剤
治
療
を
拒
否
し
、
子

供
た
ち
と
真
剣
に
向
き
合
っ

た
。
清
水
選
手
に
対
し
て
は

ス
ケ
ー
ト
を
教
え
る
こ
と
が

父
親
の
生
き
る
目
的
だ
っ
た

の
だ
。
父
親
は
９
年
後
に
亡

く
な
っ
た
が
、
清
水
選
手
は

通
夜
の
夜
も
涙
を
流
し
な
が

ら
、
黙
々
と
走
り
込
ん
だ
。

清
水
選
手
は
父
親
の
生
き
様

を
、
生
き
る
強
い
目
的
を
持

て
ば
生
き
延
び
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
し
、
僕
ら
に
何

か
を
残
す
た
め
に
命
を
繫
げ

た
の
だ
と
思
う
、
と
語
っ
て

い
る
。

清
水
選
手
の
ス
ケ
ー
ト
に

対
す
る
こ
だ
わ
り
は
信
じ
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
鋭
い

身
体
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
て

お
り
、
０
・
01
㎜
の
ス
ケ
ー

ト
靴
の
刃
の
ズ
レ
も
見
逃
さ

ず
、
自
身
の
筋
繊
維
の
変
化

を
感
じ
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
あ

る
限
界
を
超
え
た
時
、
日
常

で
は
体
験
で
き
な
い
感
覚

「Z
O
N
E

」
と
呼
ば
れ
る
状

態
に
な
る
そ
う
だ
。
超
常
現

象
的
なZ

O
N
E

の
感
覚
は

ア
ス
リ
ー
ト
自
身
も
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
感
覚
や
力
が

起
こ
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い

と
い
う
。
し
か
し
、
清
水
選

手
は
そ
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

感
覚
か
ら
、ZO

N
E

の
世
界

を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
な

の
だ
。ZO

N
E

の
世
界
を
引

き
出
す
た
め
に
は
、
試
合
１

週
間
前
よ
り
外
界
と
の
接
触

を
ほ
と
ん
ど
断
ち
、
余
計
な

動
き
も
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
溜
め
込
む
そ
う
だ
。
試
合

で
は
観
衆
、
ス
タ
ー
タ
ー
さ

え
も
自
分
の
世
界
に
引
き
込

み
、
自
分
に
合
わ
せ
て
ピ
ス

ト
ル
の
合
図
を
鳴
ら
さ
せ
る
。

そ
う
し
て
あ
の
結
果
が
生
み

出
さ
れ
る
の
だ
。ZO

N
E

の

世
界
に
は
、
心
理
的
限
界
と

肉
体
的
限
界
に
近
づ
き
、
筋

繊
維
の
ダ
メ
ー
ジ
が
激
し
い

た
め
、
年
に
１
回
し
か
入
れ

な
い
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
中

で
あ
ら
ゆ
る
大
会
に
自
分
の

身
体
の
状
態
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
勝
利
を
生
み
出
し
て
い

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て

い
る
。

長
野
五
輪
の
金
・
銅
メ
ダ

ル
獲
得
後
、
清
水
選
手
が

語
っ
た
言
葉
は
衝
撃
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。

「
五
輪
が
終
わ
っ
た
今
、胸
の

内
側
に
あ
る
の
は
、
自
ら
に

対
す
る
も
の
た
り
な
さ
で
す
。

目
標
を
達
成
し
た
時
、
沸
き

あ
が
っ
て
き
た
の
は
、
競
技

の
頂
点
は
人
と
し
て
の
頂
点

で
は
な
い
と
い
う
当
た
り
前

の
思
い
で
し
た
。
競
技
者
で

あ
る
前
に
、
人
間
と
し
て
や

る
べ
き
こ
と
を
き
ち
ん
と
見

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
気
持
ち
で
す
。」

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
、
そ

し
て
、
人
間
と
し
て
自
分
の

限
界
を
追
求
し
続
け
る
清
水

選
手
の
ト
リ
ノ
五
輪
が
楽
し

み
で
あ
る
。

（
岸
川
）
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循
環
器
内
科
の
野
出
孝
一

教
授
の
ご
厚
意
の
下
、
２
０

０
５
年
3
月
に
今
年
も

B
righam

&
W
om

en’s
 

H
ospital

（
Ｂ
Ｗ
Ｈ
）
で
の

病
院
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

海
外
の
医
療
現
場
に
興
味
が

あ
っ
た
私
は
、
去
年
も
研
修

を
さ
れ
た
同
級
生
の
那
須
涼

さ
ん
の
話
を
聞
き
、
現
在
５

年
生
の
八
幡
真
由
子
先
輩
、

４
年
生
の
入
江
真
理
子
さ
ん
、

那
須
涼
さ
ん
と
共
に
参
加
し

ま
し
た
。
一
週
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
を

見
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
私

が
体
験
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
日
目

病
院
の
入
口
でD

r.S
im
on

と
お
会
い
し
た
後
、
核
医
学

室
へ
と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

核
医
学
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
が

何
台
も
並
ん
で
お
り
運
動
負

荷
試
験
、
薬
物
負
荷
試
験
の

結
果
解
析
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
達
は
専
門
の
先
生

に
つ
き
動
脈
弁
や
冠
動
脈
へ

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
や
狭

心
症
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
画

像
と
し
て
出
る
の
か
、
Ｃ
Ｔ

と
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た

画
像
が
有
用
で
あ
る
と
い
う

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。午

後
は
心
カ
テ
室
へ
と
案

内
さ
れ
、
心
カ
テ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
全
部
で

５
部
屋
あ
る
心
カ
テ
室
に
は

１
０
０
人
も
の
技
術
者
が
働

い
て
お
り
、
一
日
平

30
人

も
の
患
者
を
診
る
そ
う
で
す
。

検
査
や
治
療
を
目
的
と
し
た

左
心
カ
テ
、
右
心
カ
テ
の
実

際
の
術
式
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
造
影
や
術
式
の
解
説
も

術
中
に
し
て
頂
け
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
タ
ー
を
留
置
し
塞
栓

の
予
防
に
用
い

た
り
、
頸
動
脈

狭
窄
に
対
し
て

ス
テ
ン
ト
留
置

を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
患

者
が
医
師
と
冗

談
を
言
い
合
っ

た
り
、
明
る
い

音
楽
が
流
れ
て

い
た
り
と
雰
囲

気
が
暗
い
も
の

で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
と
、

私
た
ち
に
説
明

を
し
な
が
ら
医

師
の
方
が
手
技

を
進
め
て
く
だ
さ
り
す
ご
く

教
育
熱
心
な
と
こ
ろ
、
そ
し

て
患
者
と
医
師
の
あ
い
だ
に

信
頼
関
係
が
き
ち
ん
と
築
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

２
日
目

２
日
目
は
朝
に
行
わ
れ
て

い
た
死
亡
症
例
検
討
会

（
Ｍ
＆
Ｍ
）
に
参
加
し
ま
し

た
。
Ｍ
＆
Ｍ
で
は
ま
ず
症
例

提
示
が
行
わ
れ
、
各
患
者
に

つ
い
て
よ
り
よ
い
治
療
法
が

な
か
っ
た
か
な
ど
が
討
論
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
人

が
集
ま
り
は
っ
き
り
と
自
分

の

え
を
伝
え
る
べ
く
意
見

を
交
わ
し
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

午
後
は
電
気
生
理
学
的
検

査
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
を
行
っ
て
い

る
部
屋
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
Ｅ
Ｐ
Ｓ
と
は
心
腔

内
に
電
極
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
し
、
電
位
刺
激
と
電
気
刺

激
の
組
み
合
わ
せ
を
も
と
に

不
整
脈
の
種
類
や
機
序
を
診

断
す
る
検
査
法
で
す
。
Ｅ
Ｐ

Ｓ
に
よ
っ
て
心
内
電
位
な
ら

び
に
解
剖
学
的
位
置
情
報
が

３
次
元
立
体
画
像
で
色
別
に

表
示
さ
れ
ス
ク
リ
ー
ン
上
で

そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

３
日
目

３
日
目
はD

r.S
im
o
n

の
妻
で
あ
るD

r.M
arcy

 
S
chw

atz

の
下
、
Ｂ
Ｗ
Ｈ
に

隣
接
し
て
い
る
小
児
病
院
の

エ
コ
ー
室
で
午
前
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
４
人
の

医
師
が
一
日
50
〜
70
人
も
の

画
像
解
析
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
エ
コ
ー
室
は
６
つ
あ
り
、

１
室
は
胎
児
用
に
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
は
３
つ
が
連
動
し
て
お
り
、

画
像
解
析
が
行
い
や
す
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
の
上
の
ほ
う
で
は

現
在
進
行
形
の
エ
コ
ー
検
査

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
テ
レ
ビ

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

４
日
目

Ｃ
Ｃ
Ｕ
に
行
き
回
診
に
つ

い
て
回
り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ

と
は
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な

ど
の
冠
動
脈
疾
患
の
集
中
治

療
室
で
す
。
回
診
は
想
像
し

て
い
た
も
の
と
違
い
、
全
員

が
白
衣
を
着
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
患
者
の
部
屋
の
前

で
24
時
間
の
経
過
に
つ
い
て
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
活

発
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
毎
朝
回
診
が
行

わ
れ
、
そ
こ
で
治
療
方
針
が

決
め
ら
れ
て
い
く
そ
う
で
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
で
も
な
く
、

in
tern

やresid
en
t

も
意

見
を
言
う
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
回
診
が
終
わ
っ
た
後
、

全
員
で
患
者
の
Ｘ
線
の
写
真

を
見
に
行
き
、
そ
こ
で
も
話

し
合
い
は
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

５
日
目

エ
コ
ー
室
へ
行
き
、
心
疾

患
の
病
態
生
理
に
つ
い
て
有

名
な
本
を
書
か
れ
たD

r.
L
eonard L

illy

か
ら
、
軽

い
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
エ
コ
ー

室
で
はD

r.L
illy

と
２
年

目
の
医
学
生
が
画
像
を
見
な

が
ら
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た

が
、
先
生
は
朝
ご
は
ん
を
食

べ
な
が
ら
、
生
徒
は
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
楽
し

い
レ
ク
チ
ャ
ー
で
し
た
。

全
体
を
通
し
て

や
は
り
ア
メ
リ
カ
で
は
常

に
討
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
上
下
関
係
に
関
係
な

く
、
意
見
の
あ
る
人
が
そ
れ

を
他
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い

理
解
を
深
め
て
い
っ
た
り
、

納
得
し
た
り
し
て
い
く
と

い
っ
た
形
で
し
た
。
回
診
や

検
査
を
行
っ
て
い
る
と
き
だ

け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
い

た
期
間
に
も
盛
ん
に
講
演
会

が
開
か
れ
て
お
り
発
表
や
討

論
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

患
者
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
Ｗ
Ｈ
で
はP

a
tien

t
 

G
atew

ay

と
い
う
も
の
が

存
在
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
予

約
を
し
た
り
処
方
箋
を
請
求

し
た
り
病
気
に
つ
い
て
の
情

報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
院
内

に
は
患
者
と
家
族
の
た
め
に

B
retholtz

 
C
enter

が
あ

り
、
患
者
と
家
族
が
、
資
料

を
検
索
し
た
り
、
職
員
の
協

力
が
得
ら
れ
た
り
で
き
る
よ

う
な
っ
て
い
ま
し
た
。

医
師
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い

てD
r.S
im
on

と
昼
食
を
一

緒
に
と
っ
て
い
た
と
き
に
聞

い
た
話
を
ひ
と
つ
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
医
療
事
故
に
と
も
な
っ

て
医
師
に
賠
償
責
任
が
生
じ

た
と
き
、
こ
れ
を
補
塡
す
る

た
め
の
保
険
が
存
在
し
ま
す
。

莫
大
な
賠
償
を
命
じ
る
判
決

も
増
え
て
お
り
、
結
果
と
し

て
医
師
賠
償
責
任
保
険
の
保

険
料
も
急
騰
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
賠
償
額
に
上
限
を
設

定
し
て
い
な
い
州
も
存
在
し
、

医
療
機
関
や
医
師
が
保
険
料

の
負
担
を
避
け
る
た
め
、
他

の
州
へ
移
転
し
た
り
医
師
を

や
め
て
し
ま
う
な
ど
、
問
題

が
生
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

保
険
料
は
、
収
入
の
3
割
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
賠
償
が
生
じ
た
と
き
の

こ
と
を

え
た
ら
安
い
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｂ
Ｗ
Ｈ
は
全
米
病
院
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
に
入
る
有

名
な
病
院
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
医
学
部
の
教
育
関
連
病

院
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
回
、

こ
の
よ
う
な
場
所
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
野
出
教
授

とD
r.S
im
on

を
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

た
後
に
受
付
の
人
に
声
を
か

け
る
と
お
茶
室
に
通
し
て
く

れ
、
す
ぐ
に
抹
茶
と
お
饅
頭

を
だ
し
て
く
れ
た
。
こ
こ
で

も
た
っ
た
一
人
。
中
庭
を
眺

め
な
が
ら
美
味
し
い
お
茶
と

お
菓
子
を
い
た
だ
く
。
な
ん

だ
か
幸
せ
。
そ
う
自
然
と
思

え
る
空
間
だ
っ
た
。

た
っ
た
半
日
だ
っ
た
の
に

心
も
体
も
癒
し
て
く
れ
た
京

都
。
何
度
も
訪
れ
れ
ば
訪
れ

る
ほ
ど
新
し
く
、
底
知
れ
な

い
不
思
議
な
力
を
古
都
は
備

え
て
い
る
。
ま
た
と
こ
と
ん

歩
い
て
新
し
い
発
見
を
し
て

み
た
い
。

（
酒
井
）

き
ゃ
い
け
な
い
と
か
明
日
か

ら
新
し
い
実
習
先
だ
と
か
、

そ
う
い
う
日
常
を
全
て
忘
れ

て
た
だ
た
だ
目
を
閉
じ
て
呼

吸
を
す
る
。
全
く
自
然
志
向

の
私
で
は
な
い
の
に
、
大
地

に
吸
い
込
ま
れ
て
大
地
の
一

部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
気
分
。
旅
日
記
だ
か

ら
キ
レ
イ
ご
と
を
書
い
て
い

る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
そ

う
感
じ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

自
分
自
身
驚
く
ほ
ど
だ
。

と
は
い
え
お
な
か
も

ち
ょ
っ
と
空
い
て
く
る
。
心

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た

あ
と
は
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

欲
し
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら

光
悦
寺
か
ら
ち
ょ
っ
と
歩
く

と
常
照
寺
が
あ
っ
た
の
で

入
っ
て
み
る
と
、
拝
観
料
に

加
え
て
５
０
０
円
で
お
茶
券

を
買
っ
て
お
く
と
拝
観
後
に

お
茶
室
で
抹
茶
と
お
菓
子
を

だ
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
迷

わ
ず
お
茶
券
も
購
入
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
境
内
を
ま
わ
っ

に
妙
な
縁
を
感
じ
て
そ
こ
に

い
く
こ
と
に
決
め
た
。
方
向

音
痴
な
が
ら
も
一
人
で
な
ん

と
か
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
光

悦
寺
に
到
着
す
る
と
、
そ
こ

は
ほ
ん
の
少
し
移
動
し
た
だ

け
な
の
に
賑
や
か
な
京
都
市

内
と
は
ま
っ
た
く
か
け
離
れ

た
と
て
も
静
か
な
空
間
だ
っ

た
。
人
も
車
も
ほ
と
ん
ど
通

ら
ず
、
時
間
が
止
ま
っ
た
よ

う
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。

そ
れ
で
い
て
ま
っ
た
く
寂
し

さ
は
な
く
た
だ
き
ら
き
ら
と

光
を
受
け
る
明
る
い
緑
と
苔

が
茂
っ
て
い
る
と
て
も
心
地

よ
い
空
間
だ
っ
た
。

日
光
を
浴
び
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
歩
く
と
自
分
の
靴
の
音

だ
け
が
聞
こ
え
る
。
木
陰
に

座
る
と
目
の
前
に
は
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
緑
と
鳥
の
声
。

何
時
の
バ
ス
に
は
乗
ら
な

有
名
な
と
こ
ろ
は
当
然
人

が
多
い
。
絶
対
ゆ
っ
く
り
で

き
な
い
。
半
日
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
ど
こ
を
回

ろ
う
…
そ
う
思
い
あ
ぐ
ね
て

い
た
時
に
ふ
と
、
ず
っ
と
心

に
残
っ
て
い
る
お
寺
が
浮
か

ん
だ
。

そ
れ
は
光
悦
寺
と
い
う
草

庵
だ
っ
た
。
ず
っ
と
前
に
ほ

ん
の
少
し
映
像
を
見
た
だ
け

な
の
に
忘
れ
ら
れ
ず
、
京
都

で
そ
れ
を
思
い
出
し
た
こ
と

京
都
と
い
え
ば
何
を
思
い

浮
か
べ
る
の
だ
ろ
う
？
私
は

２
回
京
都
を
訪
れ
て
い
る
も

の
の
、
時
間
の
都
合
も
あ
っ

て
何
故
か
清
水
寺
に
２
回
と

も
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

せ
い
か
清
水
寺
も
す
ご
く
い

い
け
れ
ど
、
な
ん
だ
か
京
都

を
旅
し
た
気
分
に
な
れ
な
い

と
い
う
か
不
完
全
燃
焼
で
、

い
つ
か
リ
ベ
ン
ジ
し
よ
う
と

勝
手
に
心
に
決
め
て
い
た
土

地
で
あ
っ
た
。

都

チ

カ

ラ

で
３
０
０
円
程
度
、
セ
ッ
ト

で
４
８
０
円
、
パ
フ
ェ
は
５

８
０
円
。
と
う
れ
し
い
お
値

段
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
お
店
な
ら
で

は
な
の
が
、
戸
外
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
で
き
る
こ
と
（
２

日
前
ま
で
に
要
予
約
）。

ア
ウ
ト
ド
ア
な
雰
囲
気
を

も
つ
、
素
敵
な
お
店
で
し
た
。

（
梅
田
・
小
池
）

営
業
時
間

平
日

11：

30
〜
16：

00
╱

18：

00
〜
22：

30

22：

00

Ｏ
Ｓ

土
日

11：

30
〜
22：

30

ラ
ン
チ

11：

30
〜
14：

30

月
〜
金

定
休
日

年
中
無
休

作
る

と
す
れ
ば
火
曜
日

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
５
２

32

３
８
１
１

住
所鍋

島
町
大
字
蛎
久
８
８
３

替
わ
り
の
ピ
ッ
ツ
ァ
or
パ
ス

タ
に
サ
ラ
ダ
、
カ
ッ
プ
ス
ー

プ
、ド
リ
ン
ク
の
セ
ッ
ト（
７

８
０
円
）
が
お
す
す
め
で
す
。

ち
な
み
に
取
材
し
た
日
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、
夏
野
菜
の
ピ
ッ

ツ
ァ
と
あ
ら
び
き
ソ
ー
セ
ー

ジ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
パ
ス
タ

ト
マ
ト
or
ク
リ
ー
ム

で

し
た
。
他
に
も
、
ハ
ン
バ
ー

グ
や
ス
テ
ー
キ
と
い
っ
た
肉

料
理
も
人
気
だ
そ
う
で
す
。

食
材
に
も
こ
だ
わ
っ
て
ス

テ
ー
キ
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン

バ
ー
グ
の
ミ
ン
チ
に
も
佐
賀

牛
を
使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

ま
た
具
材
も
季
節
の
野
菜
や

果
物
を
中
心
に
し
て
い
て
、

今
か
ら
の
季
節
は
き
の
こ
類

や
な
す
、
葡
萄
や
イ
チ
ジ
ク

も
食
べ
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。

喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

ケ
ー
キ
や
パ
フ
ェ
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
ケ
ー
キ
は
単
品

き
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は

ピ
ッ
ツ
ァ
or
パ
ス
タ
に
前
菜
、

ス
ー
プ
、ド
リ
ン
ク
、デ
ザ
ー

ト
ま
で
つ
い
た
セ
ッ
ト
で
、

１
、
３
８
０
円
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
た
っ
ぷ
り
で
す
。
も
し
４

人
以
上
で
誕
生
会
や
お
祝

パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し
た
ら
、

こ
の
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
い
る

デ
ザ
ー
ト
を
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ

に
で
き
ま
す

（
２
日
前
ま

で
に
要
予
約
）
大
き
さ
も
人

数
に
合
わ
せ
て

慮
し
ま
す
、

と
の
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
に
も

ぴ
っ
た
り
で
す
。

ま
た
ラ
ン
チ
で
は
、
曜
日

が

一

体

化

し

た

「S
A
G
R
A

」
さ
ん
の
自

慢
は
石
窯
で
焼
く
ピ
ッ

ツ
ァ
。
店
内
で
も
ひ
と

き
わ
存
在
感
を
示
す
石

窯
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
直

輸
入
し
た
そ
う
で
す
。

「S
A
G
R
A

」
と
は
イ
タ

リ
ア
語
で
「
収
穫
祭
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
、

店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

た
く
さ
ん
の
か
わ
い
い
お
皿

や
の
ど
か
な
風
景
画
が
ホ
ッ

と
で
き
る
雰
囲
気
を
作
り
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
昼

は
Ｏ
Ｌ
さ
ん
で
賑
わ
う
テ
ラ

ス
席
か
ら
天
山
山
系
の
山
々
、

広
々
と
し
た
芝
生
が
一
望
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
筆
者

の
独
自
の
偏
見
で
お
い
し
い

と
思
う
お
店
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
大
学
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
「S

A
G
R
A

サ
ー
グ

ラ
ー

」さ
ん
に
取
材
し
ま
し

た
。レ

ス
ト
ラ
ン
と
ベ
ー
カ

リ
ー（
む
ー
ら
ん
る
ー
じ
ゅ
）

SAGRA
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伝
統
は
常
に
自
ら
の
歴
史

に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
付
け
加

え
な
が
ら

そ
の
重
さ
を
増

し
て
ゆ
き
ま
す
。「
伝
統
の
重

み
」、魅
惑
的
な
言
葉
で
は
あ

り
ま
す
が
、
同
時
に
、
伝
統

そ
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
担
い
手
を
も
押
し
潰
す

「
重
さ
」
を
内
在
し
て
い
ま

す
。
多
様
な
発
展
へ
の
可
能

性
を
秘
め
た
伝
統
こ
そ
が
守

ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
く

の
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
は
、

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
と
豊

か
な
創
造
力
に
よ
っ
て
の
み

育
ま
れ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

27
回
目
の
学
園
祭
に
期
待

を
寄
せ
て
…
。
祝

む
つ
ご

ろ
う
祭

（

原
）

新聞編集委員
原恒彦教授（編集委員長）

池田豊子教授、内川洋子助教授、
尾崎岩太助教授
磯田広史、岸川優紀、興梠雅代、
齊郷智恵美、酒井亜輝子、吉田拓
哉（医５）河田康祐、田中恵、田
代直規、月田彩子、鶴城雪子（医
４）蘭広子、江口香織、江崎香菜
子、熊本美子、近藤瑠美、山口紀
子（看４）佐藤奈緒、竹内美奈子、
竹下綾子、豊見山泰史、外山由貴
（医３）森永久美子、梅田恵理子、
北村浩晃、小池このみ、日高駿（医
２）棚町豊二（情報メディア活用
支援室）東家廣典、坂井光太郎（学
生サービス課職員）
要望などの連絡先
学生サービス課 坂井
sakaik＠cc.saga-u.ac.jp

編

集

後

記

陸
上
部
は
２
年
前
ま
で
は

活
動
を
停
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
5
月
に
再
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
部
員
数
は
８
名

で
昨
年
度
か
ら
様
々
な
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
主
将

の
医
学
科
２
年
湯
上
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

結
成
の
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
。

現
在
は
卒
業
さ
れ
て
い
る

陸
上
経
験
者
の
先
輩
と
、
昨

年
の
新
歓
終
了
後
、
話
し

合
っ
て
結
成
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ

経
験
者
は
ど
の
く
ら
い

い
る
の
で
す
か
。

医
学
科
４
年
の
先
輩
と
医

学
科
２
年
の
同
級
生
と
自
分

の
３
人
だ
け
で
す
。
ほ
と
ん

ど
が
初
心
者
で
す
。

Ｑ

普
段
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

皆
で
そ
ろ
っ
て
練
習
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

練
習
は
各
自
で
調
節
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
大
会
に
出

場
し
て
い
る
の
で
す
か
。

九
山
、
西
医
体
、
県
大
会

な
ど
結
成
以
来
、
数
多
く
の

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

練
習
以
外
で
何
か
イ
ベ

ン
ト
は
あ
る
の
で
す
か
。

よ
く
部
員
で
集
ま
っ
て
飲

ん
だ
り
、
遠
出
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

特
に
厳
し
い
練
習
は
し
て

い
な
い
の
で
、
大
会
に
出
場

し
た
い
だ
け
の
人
も
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
日
高
）

夏
は

で
ウ
ィ
ン

ド
サ
ー
フ

し
て
、
冬

は
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
山
形
の
蔵

王
ス
キ
ー
場
で
２
泊
３
日
の

旅
行
を
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
！活

動
は
自
分
達
の
好
き
な

と
き
に
海
や
山
に
出
か
け
、

兼
部
も
Ｏ
Ｋ
！

今
年
も
冬
は
北
海
道
や
東

北
、
北
陸
辺
り
の
ス
キ
ー
場

に
行
く
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
！
地
元
の
名
産
品
探
し
を

し
た
り
、
温
泉
旅
行
も
兼
ね

て
。興

味
の
あ
る
人
は

５
年
、
部
長
、
志
田
雅
明

2
0
0
1
0
4
4

＠ed
u
.cc.sa

g
a

u.ac.jp

副
部
長
、
中
村
隼
人

2
0
0
1
0
7
1

＠ed
u
.cc.sa

g
a

u.ac.jp

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

（
河
田
）

今
回
は
、
今
年
４
月
に
社

会
医
学
講
座
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
分
野
助
教

授
と
し
て
佐
賀
大
学
に
赴
任

さ
れ
、
英
語
の
授
業
を
担
当

さ
れ
て
い
る
高
野
吾
朗
先
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

Ｑ
英
語
と
医
学
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

僕
は
医
学
に
関
し
て
全
く

の
門
外
漢
で
、
突
然
医
学
部

の
教
員
と
し
て
赴
任
し
て
き

た
の
で
、
医
学
と
英
語
を
ど

う
結
び
つ
け
る
べ
き
か
、
は

じ
め
は
明
確
な
答
え
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
い
ざ
授
業
が
始
ま
っ
て

み
る
と
、
学
生
さ
ん
た
ち
は

英
語
の
必
要
性
を
非
常
に
強

く
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、
そ

の
姿
を
見
て
い
る
と
、
英
語

の
教
員
と
し
て
自
分
が
役
立

て
る
こ
と
も
少
し
は
あ
る
か

な
、
と
思
え
て
き
ま
し
た
。

医
学
の
道
に
進
む
者
に
と
っ

て
、
英
語
の
必
要
性
は
改
め

て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
学

生
さ
ん
は
み
ん
な
そ
れ
な
り

に
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

論
文
、
学
会
な
ど
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
場
面
で
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
し
、国
連
や「
国

境
な
き
医
師
団
」
な
ど
、
国

際
的
な
医
療
機
関
で
働
き
た

い
と
希
望
し
て
い
る
学
生
も

い
る
で
し
ょ
う
。
何
と
か
英

語
を
身
に
つ
け
た
い
、
と
い

う
意
欲
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

た
だ
、
僕
の
本
当
の
ス
タ
ン

ス
を
言
っ
て
し
ま
う
と
、
英

語
が
で
き
る
こ
と
よ
り
も
、

論
理
的
な
思

が
で
き
る
こ

と
の
方
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ

ば
何
語
で
も
良
い
。
僕
の
授

業
で
は
ま
ず
手
始
め
に
、
日

本
語
に
よ
る
論
理
的
な
エ
ッ

セ
イ
の
作
成
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
最
終
的
に
は
そ
れ
を

英
語
に
訳
さ
せ
、
評
価
す
る

わ
け
で
す
が
、
そ
ん
な
評
価

よ
り
は
む
し
ろ
、
英
文
作
成

ま
で
に
ど
れ
だ
け
論
理
的
に

え
た
か
、
そ
の
経
験
が
将

来
の
糧
に
な
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
英
語
が

喋
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

え
て
い
る
学
生
さ
ん
た
ち

に
は
、
論
理
的
思

と
言
わ

れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
…
。

Ｑ
授
業
で
重
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

授
業
で
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
日
本
社
会
に
訴
え

か
け
た
い
こ
と
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
英
語
で
小
論
を
書

い
て
も
ら
う
。
学
生
さ
ん
に

と
っ
て
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
よ
。
教
員
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

テ
ス
ト
も
な
い
。
知
識
を
上

か
ら
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
な

い
。「
教
師
と
し
て
怠
慢
で
は

な
い
か
？
」
と
言
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学

生
自
身
が
自
分
で

え
ざ
る

を
得
な
く
な
る
状
況
を
作
る

の
が
僕
の
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
小
論
を
書
き
上
げ

て
い
く
一
人
一
人
の
途
中
経

過
は
、
で
き
う
る
限
り
授
業

に
お
い
て
公
開
し
て
も
ら
い

ま
す
。
草
稿
が
で
き
た
ら
、

授
業
中
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同

士
で
批
評
し
あ
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
草
稿
を
書
い
て
こ
な

け
れ
ば
、
た
と
え
出
席
し
て

い
て
も
欠
席
扱
い
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
過
程
を
無
視

す
る
学
生
に
対
し
て
は
、
い

く
ら
最
終
的
に
す
ば
ら
し
い

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
き
た
と

し
て
も
、
単
位
は
絶
対
に
与

え
ま
せ
ん
。
他
者
の
視
点
に

常
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
書
か

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況

に
彼
ら
を
追
い
込
む
こ
と
で
、

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く

え
さ
せ
る
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
自
分
で
調
べ
さ
せ
る
。

そ
う
す
る
と
、
学
生
さ
ん
は

必
死
で

え
て
書
い
て
き
ま

す
。
お
ま
け
に
そ
れ
を
英
語

に
訳
す
時
、
彼
ら
は
自
分
の

思

を
再
度
見
直
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。
二
重
三

重
に

え
て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
分
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
で

き
る
だ
け
主
体
的
に
関
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
の
過
程
で
論
理

的
思

が
身
に
つ
き
、
英
語

の
語
彙
や
知
識
が
増
え
、
結

果
的
に
英
語
力
の
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま

す
。
3
、
4
年
生
に
な
れ
ば

英
語
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

今
や
る
べ
き
で
す
。
き
つ
く

て
も
、
き
っ
と
将
来
役
に
立

つ
と
思
い
ま
す
。

僕
が
今
の
よ
う
な
授
業
の

や
り
方
を
身
に
つ
け
た
の
は
、

ハ
ワ
イ
大
学
英
文
科
の
博
士

課
程
に
留
学
し
て
い
た
頃
で

す
。
助
手
と
し
て
ア
メ
リ
カ

人
の
学
部
生
に
小
論
文
の
書

き
方
を
教
え
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
授
業
の
進

め
方
を
徹
底
的
に
指
導
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
に
強
調
さ

れ
た
の
が
、「
学
生
自
身
が

え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
枠
組

み
を
作
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

彼
ら
の
論
理
的
思

を
そ
っ

と
後
押
し
し
て
い
く
、
と
い

う
の
が
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
師

の
主
な
仕
事
で
あ
り
、
彼
ら

の
思

過
程
に
い
ち
い
ち
余

計
な
干
渉
な
ど
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

佐
賀
大
学
に
就
職
す
る
際
、

同
じ
や
り
方
で
英
語
の
授
業

を
す
す
め
て
も
よ
い
か
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
学
生
が
自
分

で
問
題
を
探
し
て
学
び
、
教

師
は
そ
れ
を
た
だ
サ
ポ
ー
ト

す
る
だ
け
、
と
い
う
点
で
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に

よ
く
似
て
お
り
面
白
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大

と
は
違
い
、
英
語
が
母
国
語

で
は
な
い
学
生
が
相
手
で
す

の
で
、
は
じ
め
は
ご
く
短
い

英
語
の
文
章
を
読
ま
せ
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
、
次
第
にN

ew
s W

eek

やT
IM
E

な
ど
の
長
文
記

事
を
積
極
的
に
読
み
、
そ
れ

に
つ
い
て
仲
間
と
論
じ
合
う

段
階
へ
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
得
た
発
想

を
最
終
的
に
は
自
分
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
に
生
か
し
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
授
業
中
に
頻
繁
に
行
う

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
関
し
て
も
、
最
初
の
う
ち

は
話
す
こ
と
が
す
ぐ
に
尽
き
、

時
間
が
ひ
ど
く
余
っ
て
し
ま

っ
て
戸
惑
う
グ
ル
ー
プ
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
毎
回

き
ち
ん
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
け
る
役
割
を
決
め
、

そ
の
役
割
に
応
じ
て
英
文
記

事
を
読
み
込
ん
で
も
ら
い
、

討
論
終
了
後
に
は
僕
へ

役

割
報
告
書

を
提
出
し
て
も

ら
う
、
と
言
う
シ
ス
テ
ム
を

毎
回
続
け
て
い
く
う
ち
に
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
に
議

論
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。「
た
だ
言
わ
れ
た
こ
と

さ
え
や
っ
て
い
れ
ば
単
位
が

も
ら
え
る
」
と
い
う
受
身
の

授
業
で
は
な
い
の
で
、
自
主

性
も
自
然
と
高
ま
る
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
英
語
の
勉
強
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
ず
方
法
論
あ
り
き
」で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

よ
り
も
っ
と
大
事
な
の
は
、

「
英
語
を
学
ぶ
必
要
性
を
ど

れ
だ
け
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
か
」
だ
と

え
て
い

ま
す
。
必
要
性
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
方
法
で
勉
強
し
て
も

英
語
は
絶
対
に
身
に
つ
き
ま

す
。
問
題
は
、
必
要
性
を
見

つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
留
学
し
た

い
人
の
場
合
、
ど
こ
へ
何
を

勉
強
し
に
行
く
の
か
、
ま
ず

は
具
体
的
な
目
標
を
定
め
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
し
か

し
、

留
学
す
る
ん
だ

と
い

う
強
い
意
志
さ
え
し
っ
か
り

持
っ
て
い
れ
ば
目
標
到
達
へ

の
道
の
り
は
自
ず
と
わ
か
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。
僕
の
場

合
、
大
学
時
代
の
目
標
は
、

所
属
し
て
い
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英

語
研
究
会
）
主
催
の
英
語
弁

論
大
会
で
活
躍
す
る
こ
と
で

し
た
。
そ
の
た
め
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
、
会
の
仲
間

と
お
金
を
出
し
合
い
、
た
く

さ
ん
の
英
語
の
テ
ー
プ
を
共

同
購
入
し
た
り
、
様
々
な
洋

画
の
ビ
デ
オ
を
字
幕
を
隠
し

な
が
ら
見
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
入
浴
中
、
目
の
前
に
外

国
人
が
い
る
と
想
定
し
な
が

ら
、
英
語
で
独
り
言
を
ぶ
つ

ぶ
つ
つ
ぶ
や
く
、
と
い
う
の

も
日
課
の
一
つ
で
し
た
。
外

国
語
を
勉
強
す
る
、
と
い
う

こ
と
は
、
頂
上
の
な
い
山
に

登
る
よ
う
な
も
の
だ
と
僕
は

え
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で

登
っ
て
も
、
そ
の
先
に
は
、

さ
ら
に
上
の
人
が
延
々
と
続

い
て
い
る
よ
う
に
ど
う
し
て

も
感
じ
て
し
ま
う
。N
ative

 
S
peak

er

の
域
に
ま
で
達

す
る
こ
と
が
「
頂
上
」
だ
と

え
て
登
る
わ
け
で
す
が
、

い
つ
ま
で
登
っ
て
も
頂
上
に

は
着
か
ず
、
結
局
限
界
を
感

じ
て
諦
め
て
し
ま
う
。
僕
自

身
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
英

語
学
習
に
対
す
る
強
い
動
機

づ
け
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、

変
な
劣
等
感
に
惑
わ
さ
れ
な

い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
い
か

な
い
の
は
自
分
に
問
題
が
あ

る
か
ら
だ

な
ど
と
安
易
に

頭
を
抱
え
た
り
せ
ず
に
、

「
少
々
の
間
違
い
な
ん
か
気

に
し
な
い
」
と
居
直
る
く
ら

い
の
心
構
え
で
い
た
ほ
う
が

逆
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
学
生
に
望
む
こ
と
は
何
で

す
か
？

三
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一

つ
目
は
留
学
。
僕
は
大
学
4

年
の
時
に
1
年
間
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
ま
し
た
が
、
始
め

の
3
ヶ
月
は
言
葉
も
わ
か
ら

ず
、
本
当
に
孤
独
で
し
た
ね
。

今

え
る
と
、「
ア
メ
リ
カ
人

の
英
語
な
ん
か
聞
き
取
れ
る

わ
け
が
な
い
」
と
い
う
自
分

勝
手
な
思
い
込
み
が
全
て
の

原
因
で
し
た
。
現
地
の
友
人

が
い
っ
た
ん
で
き
て
し
ま
う

と
、
心
が
急
に
軽
く
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
思
い
込
み
か
ら

も
次
第
に
解
放
さ
れ
て
、
周

囲
を
飛
び
交
う
英
語
に
も
ど

ん
ど
ん
つ
い
て
い
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
英
語
に
対

し
て
そ
ん
な
に
劣
等
感
を
持

た
な
く
て
も
い
い
ん
だ
、
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
す
。
二

つ
目
は
読
書
。
こ
れ
は
自
己

反
省
に
基
づ
く
助
言
で
す
。

学
生
時
代
、
私
は
も
っ
ぱ
ら

就
職
に
役
立
ち
そ
う
な
本
ば

か
り
読
ん
で
い
ま
し
た
。
就

職
し
て
か
ら
は
、
周
囲
の
声

に
流
さ
れ
な
が
ら
読
む
本
を

決
め
が
ち
で
し
た
。
主
体
的

か
つ
手
当
た
り
次
第
に
雑
読

す
る
素
晴
ら
し
さ
に
よ
う
や

く
気
付
い
た
の
は
、
残
念
な

が
ら
も
っ
と
後
に
な
っ
て
か

ら
で
し
た
。
自
分
の
専
門
分

野
以
外
の
本
を
読
む
時
間
は
、

就
職
し
て
し
ま
う
と
な
か
な

か
な
い
の
で
、
時
間
が
た
っ

ぷ
り
あ
る
う
ち
に
、
将
来
読

め
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

分
野
の
本
を
手
当
た
り
次
第

に
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
読
書
に
よ
っ
て
得
た
自

由
な
発
想
は
、
ど
こ
か
で
役

立
つ
時
が
必
ず
来
ま
す
。
三

つ
目
は

何
か
を
創
造
し
て

み
る

と
い
う
こ
と
。小
説
執

筆
、
奉
仕
活
動
、
起
業
、
何

で
も
良
い
で
す
が
、「
そ
ん
な

こ
と
や
っ
て
る
の

」
と
他

人
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
事
を

し
て
ほ
し
い
で
す
。
就
職
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
意

味
「
囚
わ
れ
の
身
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え

そ
ん
な
状
況
に
陥
っ
た
時
で

も
、
学
生
時
代
に
何
か
を
成

し
遂
げ
て
さ
え
い
れ
ば
、
そ

れ
は
自
信
や
情
熱
の
発
火
点

と
な
り
、
自
分
を
支
え
る
基

盤
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。

（
磯
田
・

郷
）
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